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～薬薬連携がHIV治療を成功させる～ 



みなさん、HIV感染症の患者さんが来た時、
どのような服薬指導、服薬支援をしたら 

良いか困っていませんか？ 

 

今回は当院での症例を交えながら、HIV感染
症治療における薬剤師の関わりについて 

お話できたらと思います。 



普段どんなところで説明してるか 

たまには診察室で薬剤説明を 

行うこともありますが・・・ 



だいたいはこんなところで 

説明してます 

お薬渡し口とか・・・ 

ドリンクコーナーとか・・・ 

オープンなスペースで説明をしていますので、
十分にプライバシーに配慮しながら行います。 

 
薬剤師専用のおくすり相談室作ってほしいな～ 



本日のおはなし 

• 患者のライフスタイルに合わせたレジメンを決定した症例 

 

• 残数確認したところ10％程度未服用があった症例 

 

• トリーメク®（TRI）の副作用を疑い薬剤変更をした症例 

 

• サプリメントとの相互作用を考慮して抗HIV薬の用法を検討
した症例 
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【患者のライフスタイルに合わせたレジメンを決定した症例】 

個人情報が含まれるため割愛させていただきます。 



鳥居薬品「服薬をはじめるまえに」 



ガイドラインで推奨されているART 

ゲンボイヤ🄬 

トリーメク🄬 

テビケイ🄬 デシコビHT🄬 

アイセントレス
🄬 

アイセントレス
🄬 

プリジスタナイーブ🄬 

デシコビHT🄬 

デシコビHT🄬 

デシコビLT🄬 ノービア🄬 

プレジコビックス🄬 デシコビLT🄬 

抗HIV治療ガイドライン2018年より 



抗HIV薬はどう選ぶ？ 

• 1日の錠剤数 

• 食事の影響 

• 1日の服用回数 

• 錠剤の大きさ 

を患者さんと相談して決めます。 

 
※もちろん、HBV感染や耐性の有無、併用薬との相互作用や腎機能な
どの検査値も確認します。 



抗HIV治療ガイドライン2018年より 

抗HIV薬はどう選ぶ？ 



錠剤の大きさ 

国立国際医療センターエイズ治療・開発センター 薬剤リストより 

トリーメク® ゲンボイヤ® 
プレジコビックス® アイセントレス® 

プリジスタ 
ナイーブ® 

ノービア® テビケイ® デシコビ

HT/LT® 

1番大きい！！ 

小さい薬剤の
組み合わせ 



【患者のライフスタイルに合わせたレジメンを決定した症例】 

個人情報が含まれるため割愛させていただきます。 



この2種類のARTから薬剤を選んでもらうかなと思います。 
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鳥居薬品「服薬をはじめるまえに」 



鳥居薬品「服薬をはじめるまえに」 



1日の服用回数、錠剤数が少ない薬剤を選択。 



【残数確認したところ10％程度未服用があった症例】 

個人情報が含まれるため割愛させていただきます。 



アドヒアランスの確保 

• ライフスタイルに合わせた処方 

 →生活状況の変化の確認 

• 飲み忘れの防止 

 →携帯アラームやアプリ、ピルケースの活用 

• 服薬確認 

 →残薬確認 



携帯アプリ 

中四国エイズセンターHPより 
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【トリーメク®（TRI）の副作用を疑い薬剤変更をした症例】 

個人情報が含まれるため割愛させていただきます。 



特徴的な副作用 
・腎機能障害 

ゲンボイヤ® 

デシコビHT/LT® 

・テノホビルによる腎機能障害に注意 

・クレアチニンクリアランス30ml/min未
満では投与を中止 

・肝機能障害 

テビケイ® 

・発熱や発疹などの薬剤過敏症症候群を 

伴った肝酵素上昇を起こすことがある 

トリーメク® 

※もちろんこれ以外にも副作用はあります。 



特徴的な副作用 

・睡眠障害（不眠、異夢） 

アイセントレス® 

・悪夢とは違ったリアルな夢を見ると 

話されることがある 

・高脂血症、高血糖 

テビケイ® 

・血中コレステロール上昇や血糖上昇な
どと関連あり 

プレジコビックス® 

プリジスタナ
イーブ® 

※もちろんこれ以外にも副作用はあります。 



検査値の種類 

※当院の基準値を記載 

14種類の検査値 

検査項目 AST ALT T-Bil 血清Cｒ 

検査値 36 48 0.9 0.56 

単位 U/l U/l mg/dl mg/dl 

検査日 2017/11/14 2017/11/14 2017/11/14 2017/11/14 

検査項目 eGFR CK K HbA1c 
検査値 84.3 147 4.2 6.2 

単位 ml/min U/l mmol/l ％ 

検査日 2017/11/14 2017/11/14 2017/11/14 2017/11/14 

検査項目 PT-INR CRP 

検査値   0.01 

単位   mg/dl 

検査日   2017/11/14 

中川薬剤師より提供スライド 



【トリーメク®（TRI）の副作用を疑い薬剤変更をした症例】 

個人情報が含まれるため割愛させていただきます。 
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【サプリメントとの相互作用を考慮して抗HIV薬の用法を
検討した症例】 

個人情報が含まれるため割愛させていただきます。 



抗HIV薬の注意すべき２大相互作用 

・CYP3A4関連の相互作用 

・インテグラーゼ阻害薬特有の相互作用 



CYP3A4関連相互作用 

抗HIV薬の中にはリトナビルやコビシスタットといった
CYP3A4の強力な阻害作用を持つ薬剤を含むものがあります。 

ゲンボイヤ® プレジコビックス® ノービア® 



インテグラーゼ阻害薬関連 

インテグラーゼ阻害薬の薬理作用として金属と結合する作
用があるため、アルミニウムやマグネシウムなどの多価金
属カチオンを含む薬剤と併用すると薬効が低下する恐れが
あります。 

トリーメク® ゲンボイヤ® アイセントレス® テビケイ® 



インテグラーゼ阻害薬と 

多価カチオン製剤 

トリーメク® 

アイセントレス® 

ゲンボイヤ® 

テビケイ® 

投与不可6時間 投与不可6時間 

投与不可
2時間 

投与不可6時間 

投与不可
2時間 

投与不可
２時間 



おわりに 

• HIV感染症の治療を早期に始めて、きちんと薬を服用できれ
ば長生きできる時代になりました。 

 
• 慢性疾患としてアドヒアランスの維持や副作用対策、高齢化
に伴う非HIV関連疾患（生活習慣病やがんなど）の治療薬と
の併用に伴う相互作用などHIV感染症治療の問題点は残され
ています。 

 
• HIV感染症の患者さんは話を聞いてもらいたい人も多くいま
す。お薬飲むことで困ってないですか？とか最近風邪ひいた
りして他の病院かからなかったですか？とかでもいいのでな
にか声掛けをしてあげてください。 

 
• 薬薬連携の強化が質の高い医療の提供と安心・安全の確保に
つながると考えています。 

 



どんなことでもよいので 

ご連絡ください！！ 

sumiken@med.kagawa-u.ac.jp 

または病院代表087-898-5111より 

薬剤部の住吉まで 
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